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本作品は，三つの正方形から構成される幾何学的錯視である．観察者には，下段に二つ，上段中央に一つの正方形が提示される．正面図では，上段正方形は下段二つの境界上に配置され，図中の線分AとBの物理的長さは等しい．
この図形を右上方から見下ろすような三次元的傾斜をもつ形に変形すると，上段正方形は左へ偏位し，正面図AとBに対応する線分においてAがBより長く知覚される．反対に，左上方から見下ろす形では，上段正方形は右へ偏位し，BがAより長く知覚される．しかし，いずれの場合もAとBの物理的長さは等しい．すなわち，本作品では，中央に配置された正方形の位置が，図形が示唆する奥行き方向に応じて左右へ偏って知覚される．
本錯視には，線遠近法などの絵画的奥行手がかり（pictorial depth cues）と，大きさ・長さの知覚的補正が関与している可能性がある．三次元的傾斜を示す平行四辺形が奥行きをもつ正方形として解釈されることで，視覚系が遠方側の線分を相対的に長く評価し，その結果，上段正方形の見かけの位置が変化すると考えられる．
この解釈は，奥行手がかりによる大きさ恒常性が関与するポンゾ錯視と部分的に共通する(1)．ただし，本作品の機序を明らかにするためには，奥行手がかりを操作した統制条件のもとで心理物理学的検討を行う必要がある．
(1)北岡　明佳． ”遠近法的錯視を考える”日本心理学会シンポジウム． 2009． 
https://www.psy.ritsumei.ac.jp/akitaoka/nisshin2009enkinho.html. (参照 2026-09-25)
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